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１．2026年５月期第１四半期の業績（2025年６月１日～2025年８月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 1,046 － 50 － 52 － 31 －
2025年５月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第１四半期 30.87 27.97
2025年５月期第１四半期 － －

（注）当社は2025年５月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、2025年５月期第１四半期

の数値及び2026年５月期第１四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 1,517 384 25.2
2025年５月期 1,680 353 20.9

(参考) 自己資本 2026年５月期第１四半期 383百万円 2025年５月期 351百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2026年５月期 －
2026年５月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年５月期の業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,664 15.2 298 12.8 291 10.8 163 11.1 161.39

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の業績予想の記載を省略しております。



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年５月期１Ｑ 1,015,440株 2025年５月期 1,015,440株

② 期末自己株式数 2026年５月期１Ｑ －株 2025年５月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期１Ｑ 1,015,440株 2025年５月期１Ｑ －株

（注）当社は、2025年５月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2025年５月期第１四半

期の期中平均株式数（四半期累計）の記載をしておりません。

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査

法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において当社が入手可能な情報及

び合理的であると判断する一定の前提に基づき策定したものであり、実際の業績等は様々な要因により予想数値と

大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい

ては、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、エネルギー価格の高止まりや人手不足といった構造的課題を抱え

つつも、緩やかな回復基調を示しました。しかしながら、ウクライナ情勢の長期化や中東情勢などの地政学的リス

ク、世界的な物価上昇、金融・資本市場の変動などの影響により、依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。

当社が属するエレベーター等の昇降機メンテナンス業界においては、マンションストック戸数の増加やオフィス

ビルの新規開発の進展を背景に、設置台数は引き続き緩やかに増加しており、中長期的な保守・メンテナンス需要

の拡大が見込まれます。一方、企業や不動産オーナーの間では、収益性確保を重視したコスト管理意識が強まり、

保守契約の見直しやサービス内容の最適化といったニーズが高まっております。また、設備の経年劣化に伴うリニ

ューアル需要の拡大に加え、安全性や快適性の向上、故障予防や省エネルギー化への関心の高まりも、設備投資を

後押しする要因となっております。

このような環境の下、当社においては、顧客の施設維持管理コストの見直しや経費削減ニーズに対応しつつ、新

規物件の獲得や既存契約の維持に取り組んでまいりました。エレベーター等の昇降機の安全運行、故障対応並びに

災害時などにおける早期復旧要請に応えるべく、2025年８月に三重支店（三重県）を新設し、営業・保守対応エリ

アの拡充を図りました。また、人財の確保と育成による技術力の向上に取り組むとともに、価格競争力と信頼性を

兼ね備えた保守サービスの提供に努めてまいりました。

当第１四半期累計期間における業務形態別の主な売上高につきましては、営業体制の強化により保守管理契約台

数が順調に推移し、保守業務の売上高は456,065千円となりました。保全・リニューアル業務については、部品供給

停止物件への指摘・提案の強化、施工管理体制の見直し、さらには旺盛なリニューアル需要の後押しもあり、売上

高は590,149千円となりました。また、上記以外のその他売上高として181千円を計上しております。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高1,046,396千円、営業利益50,498千円、経常利益52,823千

円、四半期純利益31,354千円となりました。

なお、当社は昇降機メンテナンス事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載は省略しており

ます。また、2025年５月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間

との比較分析は行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期会計期間末における資産合計は1,517,446千円となり、前事業年度末に比べ162,650千円減少いたし

ました。これは主に、リース資産が18,182千円増加した一方で、現金及び預金が110,386千円、売掛金が17,341千

円、仕掛品が50,561千円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債合計は1,132,832千円となり、前事業年度末に比べ194,005千円減少いたし

ました。これは主に、未払費用が19,206千円、リース債務が9,864千円が増加した一方で、買掛金が65,455千円、未

払法人税等が97,140千円、長期借入金が43,518千円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は384,614千円となり、前事業年度末に比べ31,354千円増加となりま

した。これは、四半期純利益31,354千円を計上したことによるものであります。この結果、自己資本比率は25.2％

となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年５月期の業績予想につきましては、2025年７月14日に公表いたしました業績予想から変更はありません。

なお、当該業績予想は、本資料の発表日時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 563,834 453,448

売掛金 476,554 459,213

仕掛品 170,747 120,186

原材料及び貯蔵品 209,121 210,493

前払費用 25,576 28,383

その他 3,493 4,352

貸倒引当金 △1,238 △3,740

流動資産合計 1,448,089 1,272,337

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 27,900 27,277

工具、器具及び備品（純額） 4,920 9,409

土地 55,556 55,556

リース資産（純額） 75,962 84,781

有形固定資産合計 164,339 177,025

無形固定資産

ソフトウエア 33,511 33,385

その他 129 3,529

無形固定資産合計 33,641 36,915

投資その他の資産

関係会社株式 3,000 3,000

破産更生債権等 6,923 7,298

長期前払費用 300 300

繰延税金資産 15,270 9,559

その他 15,456 18,308

貸倒引当金 △6,923 △7,298

投資その他の資産合計 34,026 31,167

固定資産合計 232,007 245,108

資産合計 1,680,097 1,517,446
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 239,299 173,843

１年内返済予定の長期借入金 174,548 174,057

リース債務 33,376 34,754

未払金 71,041 73,693

未払費用 77,579 96,786

未払法人税等 116,363 19,223

契約負債 188,910 178,604

預り金 32,482 22,254

賞与引当金 12,000 3,000

その他 39,673 50,083

流動負債合計 985,275 826,301

固定負債

長期借入金 289,057 245,539

リース債務 52,434 60,920

その他 70 70

固定負債合計 341,562 306,530

負債合計 1,326,837 1,132,832

純資産の部

株主資本

資本金 118,311 118,311

資本剰余金 96,302 96,302

利益剰余金 137,234 168,588

株主資本合計 351,847 383,201

新株予約権 1,412 1,412

純資産合計 353,259 384,614

負債純資産合計 1,680,097 1,517,446
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

売上高 1,046,396

売上原価 728,089

売上総利益 318,306

販売費及び一般管理費 267,808

営業利益 50,498

営業外収益

受取利息 512

受取保険料 2,451

受取賃貸料 250

その他 1,336

営業外収益合計 4,549

営業外費用

支払利息 1,699

その他 525

営業外費用合計 2,224

経常利益 52,823

税引前四半期純利益 52,823

法人税、住民税及び事業税 15,757

法人税等調整額 5,711

法人税等合計 21,468

四半期純利益 31,354
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

当該事項はありません。

(セグメント情報等の注記)

当社は、昇降機メンテナンス事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

当第１四半期累計期間
（自 2025年６月１日
至 2025年８月31日）

減価償却費 14,251千円

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


